
都道府県名 宮城県 

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在） 
学校名 女川町立女川第一小学校 
学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数 
学級数 １ ２ ２ １ ２ ２  １０ 
児童数 ３８ ４９ ４６ ３９ ４８ ５０  ２７０ 

１８ 

 
Ⅱ 研究の概要 
 １．研究主題 

 豊かな心と確かな学力をもつ児童の育成 
          ～算数科における少人数指導の工夫を通して～ 

 ２．研究内容と方法 
 （１） 実施学年・教科 

【全学年・算数】 
 新学習指導要領では，基礎・基本を確実に身に付けるとともに，自分で課題を見つけ，自ら学び，自ら考
え，主体的に判断し，行動し，よりよく問題を解決する能力や，豊かな人間性，健康と体力などの「生きる
力」をはぐくむことを基本的なねらいとしている。「心の教育」の充実と「確かな学力」の向上がその重要
なポイントであり，これからの社会を担う子供達が主体的・創造的に生きていくために，一人一人に「確か
な学力」を身に付けさせるための創意工夫を生かした取組が求められている。 
 本研究に取り組むにあたり，「児童にはぐくまれてきているよさ」と「児童が伸び悩んでいる課題」の両
面からその実態をとらえた。そして，これまでの指導のあり方を振り返ることで，その「背景と要因」を明
らかにした。そこで浮き彫りになった「指導上の課題」を受け，児童が学ぶ喜びを味わいながら充実感をも
って学習に取り組める授業の創造と，一人一人の実態に応じたきめ細かな指導の充実によって，「豊かな心
と確かな学力」をもつ児童の姿の実現を目指していきたいと考えた。 
 今年度は特に，学習の積み重ねが必要であり，理解や定着の程度の差が大きい『算数科』において，少人
数指導のよさを生かした学習指導の工夫を通して児童の学力の向上を図ってきた。 

 （２） 年次ごとの計画 

平 
  
成 
 
15 
  
年 
 
度 

○ テーマ   豊かな心と確かな学力をもつ児童の育成 
                ―算数科における少人数指導の工夫を通して― 
○ 研究仮説 
 ① 個に応じた指導のための指導方法・指導体制の工夫，教材の開発 
 ② 児童の学力の評価を生かした指導の工夫 
○ 研究の内容 
 ① 個に応じた指導のための指導方法・指導体制の工夫，教材の開発 
  ・ 個に応じた指導をしていくための単元の展開や学習活動はどうあればよいか，ＴＴ方式によ 

る指導や少人数指導をどの場面でどのように取り入れていくと効果的なのか，単元の指導構想 
の上に立った実践・検証を行う。 

・ 児童の主体的な学習を促し生み出すような教材，学習における個々の児童の特性や基礎的・基 
本的な内容の習得状況に応じた教材，の二つに視点を置いた教材の工夫を行う。 

 ② 児童の学力の評価を生かした指導の工夫 
・ 児童が自分の学習の状況を評価し，よりよい学びをつくりだしていくような自己評価能力を 
育成するための指導と評価のあり方を工夫する。 

  ・ 指導に生かす「学力プロフィール」の作成や座席表の活用によって評価と指導の一体化を図る。 
平
成 
16 
年
度 

○ テーマ   豊かな心と確かな学力をもつ児童の育成 
○ 研究仮説 
 ① 個に応じた指導のための指導方法・指導体制の工夫，教材の開発 
 ② 児童の学力の評価を生かした指導の工夫 
 ③ 学びを支える取組（教育課程編成上の工夫と学習環境整備） 



  （３） 研究推進体制 
○研究組織 

校長      教頭      研究全体会          学年部        低学年部・中学年部・高学年部 

           

 

研究推進委員会    専門部        学習指導部・調査資料部 

○研究の全体構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

本校の学校教育目標

強い心と体をもち，創造

性豊かな児童を育成す

る 

目指す児童像 
○思いやりのある子供

○すすんで学ぶ子供 
○たくましい子供 

＜学習指導要領の趣旨＞ 
 基礎・基本を身に付け，自分で課題を見

つけ，自ら学び，自ら考え主体的に判断し，

行動し，よりよく解決する能力や，豊かな

人間性，健康，体力など「生きる力」を育

成する。 
＜確かな学力のための2002アピール＞ 
○きめ細かな指導の充実 ○発展的な学習

○学ぶ楽しさと学習意欲  
○学習習慣と学びの機会の充実 
○確かな学力の向上のための特色ある学校

づくり 

本校の児童の実態 
○明るく素直である 
○与えられた課題にまじめに取り組む

○思考力がやや不足している 
○表現力がやや不足している    

○生活経験や学力の個人差が大きい 
保護者の願い 

○思いやりの心・不とう不屈の心・家庭

愛・規則を尊重する心を育てたい 
○読み・書き・計算はもちろん，思考力

や問題解決力など総合的な学力を身

に付けてほしい 

 研究主題   豊かな心と確かな学力をもつ児童の育成 
           ～算数科における少人数指導の工夫を通して～ 

研究の内容 
（１）個に応じた指導のための指導方法・指導体制の工夫，教材の開発 
（２）児童の学力の評価を生かした指導の工夫 

(1)―①ＴＴによる指導や少人数指導を効果的に取り
入れた指導の構想 
②主体的な学習を促がす個に応じた指導のため

の教材の工夫 

(2)―①自己評価能力を育成するための指導と評価
のあり方 

  ②学力プロフィールや座席表の活用による指

導と評価の一体化 

―学びを支える取組― 
○朝の１５分学習（はげみ学習）における指導内容・指導方法の工夫 ○学習環境の構成 
○金曜日放課後のトライタイムでの補充学習の工夫  ○朝の１０分間読書の工夫 
○学習支援ボランティア活用の工夫   ○小中学校の連携を図った学習指導の工夫 

豊かな心と確かな学力をもつ児童の姿 
① 基礎的・基本的な内容を習得する姿 
② 課題に対して解決の見通しを立て，解決方法を工夫しながら主体的に取り組む姿 
③ 学び合いの中で友だちのよさに気付きながら，自ら学びを高める姿 



Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題 
 １．研究の成果 
  ①「指導方法・指導体制の工夫」に関して 
    児童の実態や学習指導のねらい，学習状況等に応じたＴＴによる指導や少人数指導を，１単元や１時間 

の指導の中に取り入れたことで，授業改善を心がけた指導の工夫が図られ，個に応じた指導をより充実す 
ることができるようになった。本校では，＜学級や学年を等質に分割した少人数指導＞＜到達度としての 
学力，学習速度，学習スタイルなどに応じた習熟度別少人数指導＞と，＜児童の興味・関心，学習速度に 
応じた課題別少人数指導＞，そして，＜学習方法や興味・関心に応じた学習方法別少人数指導＞の，主に 
四つを取り入れた授業実践に取り組んできた。そのような少人数指導を取り入れることにより， 
○個別指導の機会の増大               ○個に応じた場の設定の拡大 
○課題の選択，追求方法の選択など選択肢の広がり   ○学び合いの機会の増大 

が図られた。それによって，「わかった・できた」と実感しながら学習を積み重ねる児童の姿や，学習への 
自信と意欲をもった児童の姿が見られるようになった。 
 本研究における『少人数指導の学習モデル』は，（資料１）に示してある。 

  ②「教材の開発」に関して 
  本研究では，一人一人に応じた指導をするための教材開発の工夫に，「児童の主体的な学習を促し生み出 
すような教材」，「学習における個々の児童の特性や基礎的・基本的な内容の習得状況に応じた教材」の二
つの視点をもって取り組んできた。開発にあたっては，教材を単元の指導計画まで含めた広いとらえ方を
している。少人数指導を取り入れた授業改善における教材の工夫により，児童一人一人が自分なりに考え
解決する力が少しずつ身に付くとともに，基礎的・基本的な内容の定着につながってきている。 
ア 少人数指導を取り入れた単元の指導計画の工夫・改善により，学力の状況に応じた主体的な学びの姿
が見られるようになった。 
イ 個々の児童の特性に応じた「補充・定着・発展」の学習教材の工夫により，基礎的・基本的な内容を
確実に身に付ける姿や既習事項を活用しながら意欲的に取り組む姿，新たな課題を発見する姿が見られ
るようになった。 

   ウ 児童の実態に即した少人数指導のコース別学習における教材・教具の工夫により，基礎的・基本的な
内容を確実に身に付ける姿や自分の考えをまとめたり説明したりする力を身に付けていく姿が見られる
ようになり，児童相互の学び合いが充実してきた。 

③「児童の学力の評価を生かした指導の工夫」に関して 
本研究では，児童が自分の学習状況を評価し，よりよい学びをつくりだしていく力を，児童の自己評価
能力ととらえ，学習過程における自分の学びを「学習の振り返り」の場面で評価することを中心として，
その育成に取り組んできた。その方法は，ノートや振り返りカードへの記入が主である。この取組により，
教師は児童が記入したものを基にその定着状況などを分析し，指導の工夫や個人差への対応など指導に生
かすことができた。また，児童にとっては，学ぶ意欲や課題に進んで取り組もうとする態度の形成と，自
己のつまずきの把握につながった。さらに，少人数指導における自分に合ったコースを選択する力も育っ
てきた。そして，教師による評価については，座席表や学力プロフィール等を活用して，担任と少人数担
当が連携した評価の工夫を行ってきた。 
ア 観点をしぼった学習の振り返りカードや，ノートでの自己評価の工夫により，児童の興味・関心・意
欲や学習スタイル，思考力，表現力，学習の達成度の把握が行いやすくなった。そして，それを個への
指導に生かすことにより，基礎的・基本的な内容の確実な定着と学習意欲の向上が図られた。また，児
童の側にとっても自分の学習状況を的確に把握する自己評価能力と少人数指導での自分に合ったコー
ス選択力の育成につながった。 

   イ 座席表や学力プロフィールを活用した評価の工夫により，児童の学習状況の的確な把握が行われ，個
への対応の工夫が図られた。また，担任と少人数担当の連携を生かした指導の工夫が図られた。 

  ④「学びを支える取組」に関して 
   ア 基本的な学習習慣やノート指導などを全校の共通課題として取り組んだことで，児童の学びの構えが

養われてきている。 
   イ 教科の学習と関連付けて取り組むことで，児童一人一人の基本となる学力が向上してきている。 
   ウ 町内の小・中学校，保護者に研究の取組を積極的に公開してきた。各学校から示唆に富んだ助言をも

らうことができ，教員の指導力向上につながっている。 



 （資料１―①） 『少人数指導の学習モデル』 

Ａ 習熟度別少人数指導 

  習熟度別少人数指導を取り入れた単元の指導計画は，次のようなものが基本となる。 
 
 ＜到達度としての学力，学習速度に応じたモデル＞ 
 
 ① 
 
 
 
 

補充的な学習 
（じっくりコース） 

 定着を図る学習 
（スイスイコース） 

 発展的な学習 
（チャレンジコース） 

 
 
 
 
②小単元ごとに区切って行う場合もある。 
 
  
  
 
 
 

補充的な学習 
（じっくりコース） 

 定着を図る学習 
（スイスイコース） 

 発展的な学習 
（チャレンジコース） 

 
 
 
 
 
 
 

補充的な学習 
（じっくりコース） 

 定着を図る学習 
（スイスイコース） 

 発展的な学習 
（チャレンジコース） 

 
 
 
   ○主に，数と計算・量と測定の領域で取り入れている。 

○コース別学習は，学年全体で行う場合が多い。なお，児童の実態や選択によっては，コース数を補充一 
つ・定着二つにするなど，学年ごとに指導方法を工夫している。 

   ○単元によっては，コース別学習のあとに一斉でのまとめの時間を設ける場合もある。 
   ○それぞれのコースでの指導過程を工夫することで，個に応じた指導が充実する。補充的な学習・発展的

な学習を効果的に組み入れることで，一人一人のよさを伸ばすことができる。 
○「はげみ学習」を活用して，学習の進度に合わせて習熟問題に取り組んだり，補充・発展問題に取り組
んだりする時間をもつようにしている。 
 

・ガイダンス ・一斉指導（各学級）：Ｔ１Ｔ２による指導や等質分割による少人数指導 

・自己診断テスト  ・コース選択 

単元テスト 

・ガイダンス ・一斉指導（各学級）：Ｔ１Ｔ２による指導や等質分割による少人数指導 

・自己診断テスト  ・コース選択 

一斉指導 

・自己診断テスト  ・コース選択 

単元テスト 



（資料１―②） 
 
＜学習スタイル，到達度としての学力，学習速度に応じたモデル＞ 
 
①                                                    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   ○数と計算・量と測定・図形・数量関係の各領域で取り入れ，学級内や学年内習熟度別で行っている。（コ

ースは三つの場合もある。また，コース名も学年によって変わる。） 
○選択したコースでの学習が合わない場合は，コース間の移動を可能とする。 
○小単元ごとに，診断テストを入れてこのパターンを繰り返す場合もある。 

   ○発言の機会が増え，表現力を伸ばすことができる。「ぐんぐんコース」では，適用問題や発展問題を解く
時間が十分に確保できる。「じっくりコース」では，学習内容の確実な理解が図れるが，教師主導になり
がちな面があるので，主体的な学習を促がす授業展開を工夫している。 

 
  ②１単位時間の中で取り入れる場合もある。 
 

課題把握 

 
見 通 し 

 
じっくりコース  ぐんぐんコース 

 
 
 
 
 
 
 
   
 ○移動の時間をとらずに，１教室を二つに分けて（教室の前と後ろ）行う。 

   ○コースごとに学習する時間と，全体にもどってまとめる時間を決めて行うが，学習内容や児童の実態に
よっては，コースごとにまとめを行う場合もある。 

 
 

・ガイダンス   ・レディネステスト及びプレテスト 
・コース選択 

操作的な活動等を取り入れ，教師と一緒に確
認しながら学習を進める 

（じっくりコース） 

自力解決や集団練り合いを中心として学習
を進める 

（ぐんぐんコース） 

じっくりコース ぐんぐんコース 

一斉でのまとめ 

単元テスト 

学びの交流・練り合い・比較検討 

まとめ 



（資料１―③） 

Ｂ 課題別少人数指導 

課題別少人数指導を取り入れた単元の指導計画は，次のようなものが基本となる。 
 

 ＜興味・関心，学習速度に応じたモデル＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

課題Ａ  課題B  課題C 

 
・学びの交流 ・まとめ 

 
単元テスト 

   ○主に，学年内課題別指導で行っている。 
○単元の一連の学習が終了した段階で行うことが多い。学習した内容を自分の考えで適用してみたり，こ
れまで考えてきたことを別の視点からとらえ直したりする場として設定する。また，問題を発展させて
考える場や学び直しの場として設定することも考えている。 

   ○可能な限り，一人一人の児童の願いや実態に沿った形で，自ら学習する課題を選択することができるよ
うにしている。 
○学習意欲が高まり，主体的な学習活動を充実させることができる。 

 

C 学習方法別少人数指導 

  学習方法別少人数指導を取り入れた単元の指導計画は，次のようなものが基本となる。 
 
 ＜学習方法，興味・関心に応じたモデル＞ 

課題把握 

 
見 通 し 

 
方法Ａ  方法Ｂ  方法Ｃ 

 
・学びの交流  ・まとめ 

 
   ○主に，図形や数量関係の領域で取り入れており，１単位時間の扱いで行う。 
   ○学級内での少人数指導が主であるが，学習内容によっては学年内の指導も行っている。 
   ○学習方法を選択して取り組むので，主体的な学習活動を充実させることができる。 

・ガイダンス  
・一斉指導（各学級）：Ｔ１Ｔ２による指導や等質分割による少人数指導 
・習熟度別少人数指導 

・学習の振り返り ・自己診断テスト 
・ガイダンス   ・課題選択 



２．今後の課題 
 
  ①「指導方法・指導体制の工夫」に関して 
    個に応じた指導とは，一人一人の児童が「分かった」「できた」という実感をもちながら，学ぶことの楽

しさを味わうことを大切にした指導であることを，研究を通して再認識した。そこで，少人数指導のよさ
を生かした授業改善へ向け，次の点を課題として更に研究を深めていきたい。 

    ア 少人数指導の効果を高めるために，学習内容や単元に合った学習集団の編成や指導法を更に工夫し
ていく必要がある。 

    イ 何のための活動か，その目的を明確にした算数的な活動を充実することで，問題解決能力や思考力，
判断力等を一層身に付け，算数好きな児童を増やしていきたい。 

    ウ 一人一人の児童が，「自分は何が分かって，何ができるようになったのか」，自分の伸びがわかる学
習展開の工夫を更に行っていきたい。特に，課題解決的な学習における「練り合い」の展開を充実さ
せ，児童が新たな見方や考え方を共有したり広げたりしていくことを大切にしていきたい。 

    エ 少人数のコースの中でも，特に個別指導を要する児童への対応の工夫が必要である。 
   
②「教材の開発」に関して 

    算数の学習内容は，児童が既習事項を活用して問題解決することを通して，新しい内容を習得できるよ 
うに系統立てられている。そして，その内容は，【Ａ：約束として教える内容】と【Ｂ：児童が考え，見い 
だす内容】の大きく２つに分けられる。算数の内容の分類に即した教材の開発，そして，どのような少人 
数指導のどのような学習集団で指導するかに応じた教材の開発をさらに進めていくことが必要である。 
 また，学習速度や内容の習得状況に応じて，基礎的・基本的な内容の定着を図るための「補充的な課題」 
や，学習内容の理解を深め，数学的な考え方を伸ばすための「発展的な課題」を，更に工夫することが必 
要である。 
 

  ③「児童の学力の評価を生かした指導の工夫」に関して 
    基礎・基本を確実に身に付けさせるためには，児童の学習の習得状況を把握して指導に生かすための，

評価規準と評価方法を考えなければならない。そして，教師による評価と児童による自己評価・相互評価
を連動させて，より適切な評価と指導を実施していくことが必要である。 

    教師による評価においては，個に応じた支援の具体化と，児童の学習の伸びの自覚化を図る視点から，
その場面と時期，方法を更に工夫・改善していく必要がある。特に，児童一人一人に確かな学力を身に付
けていく学習展開の工夫・改善を基に，１時間の学習の過程における評価を工夫して，指導に生かしてい
くことが大切である。そして，少人数指導における教師間の連携を生かした評価の工夫・改善をさらに進
めていきたいと考える。 

    学力プロフィールについては，各学年において形式を工夫し，作成・活用を図ってきた。個に応じた指
導に役立ち，評価の累積にも活用しやすいものを，これまでの研究を基に，更に工夫・改善していく必要
がある。 

 
  ④「学びを支える取組」に関して 
    「教師が教えること」と「児童が学んでいくこと」を明確にした取組をする必要がある。また，学校の

取組を家庭や地域にこれまで以上に発信し，家庭の協力を得ながら児童を育てていく必要がある。児童の
学びを支える取組が，学力向上には欠かせない。 

 
Ⅳ 学力把握のための学校としての取組 

学習内容の習得状況や基本的な計算力，家庭での学習や生活を知り，単元の指導の構想に生かすとともに， 
児童のよさやつまずきの把握と個に応じた指導の工夫に役立てる。 
 ① 標準学力検査（５月，２月） 
 ② 四則演算定着度調査（６月） 
  ③ 町内一斉の学習内容習得度調査（７月，１２月，２月） 
  ④ 児童，保護者対象意識調査（５月） 
 



Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及 
【平成１５年度】 
１．実践研究発表会の開催 
  ○ 日    時  平成１６年１月２７日（火） 午前８時４５分～午後１７時 
  ○ 場所及び対象  女川第一小学校  管内小中学校及び高等学校 
  ○ 内    容  ・学びを支える取組より「朝読書」と「はげみ学習」の公開 
            ・２，３，６年生の算数科の少人数指導による授業公開と授業検討を中心とした

分科会 
            ・女川町内各小中学校による学力向上のための取組を紹介したワークショップ 
            ・教育講演会  講師 宮城教育大学教授 相澤 秀夫先生 
２．学力向上フロンティア学習会の開催 
   ～本校教員の資質の向上はもちろん，フロンティアスクールである女川一小の取組を広め，町内全小 

中学校の学力向上の推進を図るための学習会 
  ・ 第１回学習会：「研究主題のとらえ方，研究内容，研究の進め方，指導案の形式等について」 
  ・ 第２回学習会：「指導方法・指導体制のあり方について～校内授業研究会における指導」 
・ 第３回学習会：「学習評価と評価の生かし方～ＣＲＴを学習指導に有効活用するために」 

  ・ 第４回学習会：「習得型の学習指導のあり方～町内小中学校への公開授業と研究協議」 
             公開授業 ― ４年「三角形のなかまを調べよう」 
  ・ 第５回学習会：「個に応じたきめ細かな指導について～公開授業と講話」 
             公開授業 ― ５年「面積の求め方を考えよう」 
             講  話 ― 「学力向上への取組」 
                      宮城教育大学 教授  相澤 秀夫 先生  
３．ホームページでの情報提供 
  ○アドレス     http://onagawa1sho.myswan.ne.jp/  
○内  容  本校の取組，授業公開案内 

４．フロンティアティーチヤ―としての研究成果普及のための活動 
  ○ 町教育研究会運営委員会や算数部会，中堅教員研修会での「フロンティアスクールとしての取組」

についての話題提供 
【平成１６年度】 
１．実践研究発表会の開催 
  ○ 日    時  平成１６年１１月２６日（金）  

 
 
 
 
【新規校・継続校】   ■15年度からの新規校    □14年度からの継続校 
 
【学校規模】      □6学級以下      ■7～12学級 
            □13～18学級     □19～24学級 
            □25学級以上 
 
【指導体制】      ■少人数指導      ■ＴＴによる指導 
            □一部教科担任制    □その他 
 
【研究教科】      □国語   □社会   ■算数   □理科 
            □生活   □音楽   □図画工作 □家庭     
            □体育   □その他 
 
【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】      ■有    □無 
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